












はじめに 

全国の重度心身障害児病棟の入院児(者)の 6 割以上,全国の肢体不自由児(者)施設の入園

児(者)の 7割以上は,脳性麻痺児(者)でしめられている。 

近年,脳性麻痺については,早期発見,早期治療の必要性が叫ばれ,ところによっては早期発

見早期治療のシステム化が,普及しているところもある。 

我々は,脳性麻痺に限らず,脳性運動障害の早期発見,早期治療,フォローアップのシステム

化が未だ不充分であり,このシステム確立のための研究が必要であり,昭和 55 年より取り

組んだ。 

とりわけ,乳児健診のあり方,異常分娩の情報収集とそのデータ管理,異常児の診断,治療,

引きつづいて障害児の経過観察,療育地域保健婦といかに密接な連携のもとに行うかにつ

いて研究する。 

又この研究結果をふまえ,現状の障害児予防のシステム全体の再評価を行わんとするもの

である。 


